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平成２９年第１回豊能町議会臨時会会議録（第１号） 

 

年 月 日 平成２９年２月１０日（金） 

場 所 豊 能 町 役 場 議 場 

出 席 議 員 １３名 

       １番 寺脇 直子      ２番 管野英美子 

       ３番 永谷 幸弘      ４番 橋本 謙司 

       ５番 井川 佳子      ６番 高橋 充德 

       ７番 小寺 正人      ８番 永並  啓 

       ９番 竹谷  勝     １０番 福岡 邦彬 

      １１番 高尾 靖子     １２番 西岡 義克 

      １３番 川上  勲 

 

欠 席 議 員 ０名 

 

地方自治法第１２１条の規定により、議会に出席を求めた者は、次のとお

りである。 

町 長  池田 勇夫      副 町 長  乾  晃夫 

教 育 長  新谷 芳宏      総 務 部 長  内田  敬 

生活福祉部長  木田 正裕      建設環境部長  南  正好 

上下水道部長  高  秀雄      教 育 次 長  板倉  忠 

会 計 管 理 者  今中 泰行 

 

本会議に職務のため出席した者は、次のとおりである。 

議会事務局長  東浦  進      書 記  吉澤  亘 

書 記  増田  稔 
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議 事 日 程 

平成２９年２月１０日（木）午前１１時００分開議 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定について 

日程第 ３ 第１号議案 指定管理者の指定について 

日程第 ４ 第２号議案 平成２８年度豊能町一般会計補正予算の件 
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開会 午前１１時００分 

 

○議長（福岡邦彬君） 

  おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１３名であります。 

  定足数に達しておりますので、平成２９

年第１回豊能町議会臨時会を開会いたしま

す。 

  開会に当たりまして、町長より発言を求

められておりますので、これを許します。 

  池田勇夫町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  皆さん、こんにちは。 

  第１回豊能町議会臨時会開会に当たりま

して、一言御挨拶を申し上げます。 

  先日、２月７日大阪城ホールにおきまし

て高山右近福者列福式が盛大にとり行われ

ました。そのときには議員の皆さんもお忙

しい中、御出席いただき本当にありがとう

ございました。この場をおかりして厚くお

礼申し上げます。私も３時間半、いつもな

ら寝てしまうかもわからなかったんですけ

れども、寝ないで一生懸命に豊能町、高山

右近ということで聞かせていただきました。

本当に大勢の皆さんが豊能町とおっしゃっ

ていただき、皆さんも御承知のとおり、高

山右近という名前を売り出していただきま

した。これもひとえに当初からそれぞれの

町民の皆さんが高山右近生誕の地は高山な

んだということを訴えいただき、そして緻

密に一生懸命に頑張っていただいた成果が

この７日にあらわれたんだと、この世界の

豊能町になったんだということで、本当に

私うれしく思いました。このためにただク

リスチャン高山右近ではなしに、豊能町の

歴史上の人物高山右近さんという流れをつ

くっていくべきだということで、私はその

ときに感じたわけでございます。今後にお

きまして、この高山右近さん生誕の地とし

て、「高山 豊能町」を売り出すためには

どうすればいいかということでございます。

今回提案させていただいております。そう

いう流れの中でも何とかこの豊能町を皆さ

んとともに売り出していくということにつ

いて前進したいという思いがございますの

で、どうかひとつ御理解のほどよろしくお

願いしたい、このように思います。提案さ

せていただいております２議案につきまし

ても、この問題が提案されております。皆

さん方に慎重審議していただき、御決定い

ただきますようによろしくお願い申し上げ

まして、簡単でございますけれども開会に

当たりましての御挨拶にかえさせていただ

き、どうかひとつよろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本日の会議を開きます。 

  本日の議事日程は、お手元に配付のとお

りでございます。 

  日程第１「会議録署名議員の指名」を行

います。 

  本臨時会の会議録署名議員は、会議規則

第１２７条の規定により４番・橋本謙司議

員及び５番・井川佳子議員を指名いたしま

す。 

  日程第２「会期の決定について」を議題

といたします。 

  お諮りいたします。 

  本臨時会の会期は、本日１日といたした

いと思います。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、会期は、本日１日と決定いたし

ました。 

  日程第３「第１号議案 指定管理者の指

定について」を議題といたします。 
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  提案理由の説明を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  それでは、第１号議案、指定管理者の指

定について御説明申し上げます。 

  議案書の１ページをお開き願います。 

  次の施設について地方自治法第２４４条

の２第３項の規定により、管理を行わせる

ものを指定したいので、同条第６項の規定

により議会の議決を求めるものでございま

す。 

  指定管理を行わせる施設名は豊能町立高

山コミュニティセンターでございます。指

定管理を行わせようとするものの住所は、

東京都文京区後楽１丁目３番６１号、名称

は株式会社東京ドームスポーツ、代表者の

氏名は代表取締役社長鈴木茂之でございま

す。指定の期間は平成２９年４月１日から

平成３４年３月３１日までの５年間でござ

います。 

  この施設を指定するに当たりまして、今

後高山コミュニティセンターがどのような

位置づけになるのか、高山地区がどのよう

な位置づけになるのかというようなことを

提案の理由に添えまして、少し御説明させ

ていただきたいと思っております。 

  今さっき町長からも挨拶がございました

けれども、私も休みをとらせていただきま

して２月７日列福式のほうに参加させてい

ただきました。その中でやはり世界的なも

のだなと、日本国内では済まないような非

常に大きな世界レベルで動いている話だと

いうのをまず実感させていただきました。

その中でやっぱりあの地区については世界

的にいろんな方が来られる、外国の方が来

られるようなものにも対応していくような

ものにせなあかんなと。今まで簡単な手直

しをして済ませていけばいいのかなという

ような思いも持っとったんですけれども、

なかなかそういうものではないなというこ

とを改めて実感したところでございます。 

  今年度はとりあえずトイレを改修させて

いただきまして、来客に応えられるように

来訪者の方に応えられるようにさせてはい

ただきましたけれども、今後あの地区をそ

う軽々に話もできませんので、じっくりと

した基本計画というものをつくって、どう

進めていくのかということをきっちりと決

めた上で事業を進めていきたいというふう

に考えております。またサイン等につきま

しても日本語だけじゃなしに外国語併記し

たようなものをつくっていかなあかんのか

なというようなことも痛感したところでご

ざいますので、まずは基本的な計画をつく

って皆様にお示しして、あそこをどういう

ふうにこれから活用していくのか、基本と

して中心的な観光の場の一つになると考え

ておりますので、整備のほう進めていきた

いと思っておりますので、よろしくお願い

いたします。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

き御決定いただきますようによろしくお願

い申し上げます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより本件に対する質疑を行います。 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  ５番、井川でございます。 

  今回挙げられてきた指定管理者と以前受

けられていた指定管理者と名前が違うので、

違うというのは一目瞭然わかるんですけれ

ども、以前されていた指定管理者とはどの

ようなお話をされてそこは断念されたのか

というところをまたお聞かせいただきたい

のと、それから地元との協力というのは必

須だと思うんですけども、これからどのよ

うに取り組んでいくおつもりか。 

  また列福式にも私参加いたしました。あ
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の列福式のときには豊能町というところは

高山右近の生誕の地であるということを正

式に認めていただいたというような感じも

いたしました。全世界に発信されました。

これからやはり外国からのお客様も来るや

ろとおっしゃってます。もちろんこれから

しっかり計画を練っていただくわけですけ

れども、来られたときに相手さんの言葉が

わからない、ちんぷんかんぷんというのは

またこれも厳しいものがありまして、これ

からそのようなことにも対応していかなき

ゃいけないんではないかと。あのときの式

もちょっとわからないバチカンの言葉であ

りましたりとか、韓国の言葉でありました

りとか、もちろん日本語もあったんですけ

れども、最低英語で共通語になるのかなと

か、そういうことも思いました。常時その

人を入れるにはそれなりの人件費も要ると

は思うんですけれども、そのようなことも

お考えなのかと。以上３点、よろしくお願

いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  まずツバキサポートセンターとの話でご

ざいますけれども、当然次の指定管理を募

集するときには現指定管理者でありますツ

バキサポートセンターにもぜひ次もお願い

したいというような話は、応募のほうです

けれども応募していただきたいというお話

はさせていただきましたけれども、いかん

せん会社のほうの事情でもう今後続けてい

くことはできないというふうなお話でござ

いました。 

  それから地元との話でございますが、当

然コミュニティセンターとしての公の施設

になっておりますので、地元の方とのコミ

ュニケーション、それから地元の方との協

力というのは必要になってくると思ってお

りまして、町といたしましては指定管理者

を決定した中で地元の方からの応募もござ

いましたので、一定違うところに町として

は決定させてもらったけど、今後議会の議

決を得た後に正式決定しますが、やはり地

元の協力が不可欠なので、そこのところは

お願いしたいというような話もさせていた

だきまして、地元のほうとしても一緒にさ

せていただきますというような話はもらっ

ておりますので、本日議決をいただきまし

たら今後東京ドームのほうにちゃんと挨拶

に行ってするようにというような話はさせ

てもらおうと思ってます。 

  それから外国語の話でございますけれど

も、なかなかそこまで東京ドームのほうに

は求めておりませんでしたので、今後正式

に決まりましたら少し協議させていただき

たいと思いますけれども、すぐに外国語の

堪能な方が配置できるかどうかというのは

約束はできませんけれども、そういうよう

なこともあるという話はさせてもらいたい

と思っておりますし、先ほど提案説明のと

きに言いましたようにサインをしようと思

ってるんですけど、その中でやはり日本語

表記だけではなしに外国語表記が必要とい

うのは私も実感しておりますので、そのよ

うな方向で進めていきたいと思っておりま

す。 

○議長（福岡邦彬君） 

  井川佳子議員。 

○５番（井川佳子君） 

  では、この東京ドームスポーツにどのよ

うなところがよくてこの提案されているの

か、もう少し詳しく教えていただきたいと

思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 
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  まずどこがよかった、事業計画が非常に

よかったのかなと、ほかのところに比べて

ですけれどもよかったのかなと思っており

ます。１つは、シートスというところの管

理をしておられますので、そこの会員の方

に直接ＰＲをしますと。またバスを持って

おられますので、その方をそのバスでもっ

て移動する手段として使えますというよう

な点がございました。それからスタンプラ

リーとかそのような新しい事業にも取り組

んでいきたいというような提案もございま

したし、ロードバイクですね、非常に豊能

町高山地区通ってとか４２３号線を通って

こちらのほうに自転車で来られる方がふえ

ております。そのようなことについても十

分認識しておったと。そのような方の休憩

の拠点にもしたいというような提案もござ

いまして、町としてもその辺のことを何と

かしたいと思ってる最中でございましたの

で、なかなかよく見ておるなというような

こともございまして、その辺が点数が高く

なったところだと考えております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  ６番、高橋です。 

  基本計画をつくって事業を進めていきた

いということを先ほど答弁されておりまし

たけれども、私、主には基本計画の中には

ぜひとも施設の改修、これは指定管理者に

はできない話なんで、町の施設ということ

でありますから、世界各国から来る方の対

応のためにもやはり施設の改修は必ずしな

きゃいかんということと、車椅子で来られ

る方に対しての施設内の利用についてもや

はりバリアフリー化考えにゃいかん。これ

はかなり予算がかかる話になりますけれど

も、これも少し入れていただきたいという

思いがあります。 

  それと、やはり売店関係ですね。それも

何か欲しいんだけどどこかありませんかと

いうようなことがあれば、どっかがありま

すじゃこれは話にならない状況になります

ので、中にも売店の施設をつくらないかん

だろう、このようなことも基本計画に入れ

る考えがあるのかどうかですね。この２点、

ひとつ御回答願います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  基本計画ですけれども、基本計画につき

ましては指定管理と直接関係はございませ

んけれども、全体でどういうふうにしてい

くのかということを考えていこうというこ

とでございますので、当然施設改修も含め

た計画をつくっていこうと考えております。

指定管理者のほうではやはり収益を上げる

ということも一つ大きな仕事になってくる

と思いますので、そういうような物販です

ね、そういうようなものも当然していって

いただけたらいいと思っておりますし、で

きるようなものを町として整備していく必

要もあろうと思っておりますので、それは

基本計画の中でうたっていきたいと考えて

おります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高橋充德議員。 

○６番（高橋充德君） 

  回答は結構ですが、その点をしっかりと

相手の指定管理していただける方と協議し

ながら、それと物販となりますとやはり町

内の物を持っていかないかんということに

なりますので、やはり地域の方とのコミュ

ニケーションをしっかりとってやっていた

だくことによろしくお願いします。 

  それともう１件あるんですが、多分生誕



 1－7 

の地はここだけども、お湯はどこで使った

んですかという話が出る可能性があります。

そうなってくると、余野のあそこの井戸に

なりますとかいう話があると思いますんで、

そこのあたりもやはり整備する、頭に入れ

とかないかん話じゃないかと思いますんで、

その点もひとつよろしくお願いしときます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  細かいことを聞くつもりはなかったんで

すけど、ちょっと今基本計画の話、改めて

出てきました。これ福者に認定されて承認

をされたのは去年の１月のことですよね。

そこから踏まえて今またさらに今からつく

るというのは、すごく聞いててえっと思っ

たんですけど、ここで今までに策定という

のはもっともっと早くできたと思うんやけ

ども、今なぜこれからまたつくろうと思っ

たのか。本来はそういうのをつくるんやっ

たらそれを踏まえた上で指定管理というの

が本来のあるべき姿かなと思うんですけど、

今いきなりそれを突然聞かされたんやけど

も、そのあたりについてどのようにお考え

なのかについてお聞きしたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  高山右近が福者に列福されるという話が

出てからこの間あの地域をどうしていくん

かというようなことでいろいろと模索して

きたわけでございます。限られた予算の中

で国庫補助等を活用していこうということ

でさせていただいてきた中で、今年度予算

ですか、結局国庫補助金がとれなかった、

そういうような事情がございまして最低限

の単費での整備にとどめさせていただくと

いうような話をさせていただいたかと思い

ます。だから今年度の冬ごろになりまして、

また新たな補助事業等ができたので活用で

きるのはないかというような話でいろいろ

と検討を重ねてきたわけでございますけれ

ども、今現在あります国の補助事業の新た

なものといいますのは、ほぼほとんどが単

年度で事業を完了させなさいというような

もので縛りがございます。それから応募ま

でに非常に短期間で全てをやっていかなあ

かんというようなものでほとんどそういう

ものに入れかわってきておりまして、基本

的な計画とかそういうものを持ってないと

なかなかそれに応募できへんなというのを

この場合痛感してきたところでございます

ので、やはりこの列福を機にますます人が

訪れるであろうと考えておりますので、根

本的にやっぱり見直して、ちょっと手戻り

かもわかりませんけれども見直してちゃん

としたものをすべきだということになりま

して、今回そういうふうなことを提案して

いきたいと考えておるところでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  今おっしゃったとこで状況っていうのは

わかりましたけど、やっぱりそれは１つは

起点としては、その列福式２月７日をとい

うのは僕はちょっと違うなと思ってるんで

す。それはもともと福者に承認されたのは

去年の１月にされてる。それをそこからず

っと考えてきたことが今ようやくあれやと。

ただ変わったのは町長が変わったので、そ

れを機にやったら僕わからんでもないんで

す。それも何かこの２月７日を起点にとい

うのはちょっと違うんじゃないかと非常に

感じたので、いや、今までその計画をいう

のを練ってこられなくて今新たにやってる

のか、いやそうじゃなくて今説明のあった

ようにもともと高山の再整備を含めてこの

国庫補助金がつかなかったという、もとも
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と計画されてたことやと思って、その計画

をもとに今ずっとその延長線で考えてるの

かというのがちょっとわからなかったんで

あえて聞いてるんです。それ特別この指定

管理についてというのは直接関係ありませ

んけど、あえて今提案説明の中でその基本

計画のこと言われたんでね。それについて

は全協で聞いてたらこんなことここで聞く

必要なかったんやけど、今ここであえて言

われたからここであえて聞いてるんですけ

ど、それらについてもう一遍再度お答えい

ただけますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  どのようにしていくかというのは先ほど

も言いましたように、去年の今ごろから来

年度予算でやっていこうというような話で

国庫補助もついてやろうというような話を

しておった。もうそのときから考えておっ

たわけでして、補助事業があるのでできる

やろうというのが今まで従前のところで

我々が予算を獲得してきた中でございます。

今はそういうものではないやろうと、まず

どうしていくのかを決めてからそういうの

に手を挙げていくんやろうというようなこ

とにやっぱり方向的には町として変わりま

したので、今回そういうような手戻りにな

りますけれども基本計画から策定していき

たいということでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかに。 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  答弁聞くと大丈夫かなと思ってしまうん

ですよ。それって何回も言ってますよね。

アベノミクスのときの補助金のときも結局

計画がない、ビジョンがないから補助金こ

んなん出ますよってそこからいろいろ考え

てたら間に合わなくて、隣の箕面市さんで

は７０億とか言われてるのに、豊能町では

消防の２億くらいしかとれなかったという

のもありますよね。常に計画、ビジョンと

いうものがあって、それがないと例え補助

金がなかったとしても豊能町はこういう方

向で行くんだというものをつくって、それ

で補助金が来たらそれに飛びつくっていう

ような形にしないと、だからそれがないか

ら全てが行き当たりばったりのような感じ

に見えるんですよね。今回のも募集のとこ

ろで高山右近の福者認定という話は東京ド

ームのほう募集要項で入ってたのかどうか

というとこをお聞きしたいんです。そうい

ったことが事業計画を見ても、先ほどちょ

っと説明ありましたけど来館者数ずっと一

緒なんですよね。使用収入とか。明らかに

ここからとりあえず１回見に来る人って結

構いると思うんです。何回も来る人はいな

かったとしても。そしたらそれがちょうど

この間の列福式で全世界に配信されたこと

によって一度は見に行こうかいうところも

全く何か加味されていないように見えるん

ですよ。まずそこの部分をお聞かせいただ

きますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  高山右近のことですけれども、募集要項

の中でやはり高山右近が列福、福者に認定

されたことを受けてというような形で、応

募する要項の中にはきっちりと高山右近の

ことは明記してございますし、出てきまし

た事業計画の中でも高山右近生誕の地、右

近・志野像というような形でそのことを考

慮した内容での提案になっておりますので、

そこのところは最初から申し上げて今回の

指定管理のほうは受けていただいてるとい

うことでございます。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  それやったらこの収支計画書の使用者数

がほとんど横ばい、５年間横ばいというの

はあり得ないと思ってるんですよ。やっぱ

りそこはそういったのが入ってるんであれ

ば最初から外国の方が来られたら英語での

対応であったりとか、そういったところを

考慮しないといけないけど、ここの計画書

に出てるのは多分アルバイトの方の時給９

００円の人件費しか入ってませんよね。そ

ういったこと考えると、これから豊能町が

どういったスタンスで高山を盛り上げてい

くのかということが豊能町がやりたいと思

ったときに東京ドームが足かせになる可能

性っていうのはありませんかね。今までど

おりのプランで僕は今後５年間運営するつ

もりなのかなというふうに見えるんですよ。

それが豊能町においてはそこを中心にこれ

から投資をしていこうというところとすご

い温度差を感じることが出てくるんじゃな

いかと。５年間逆に何もできないというよ

うなことになりやせんかなというところが

すごい懸念されるんですよね。だから僕は

方法としては一旦今回該当者なしでも今回

だめだったとしても、新たにここにはこう

いう形で投資をしてこういうふうな形のビ

ジョンをつくった上で、それに見合うんや

ったら何も５００万とかすごい安い金額で

はなくてももうちょっと大きな金額をかけ

て人が呼べる、ここに高山に豊能町にお金

を落としてもらえるような事業者を呼ぶほ

うがいいんじゃないかという感じがするん

ですよ。何かこの今までの話を聞いてると、

あくまでも過去これまでしてきた右近の郷

そのままの流れで運用していくというよう

にしか見えないんですよね。でも先ほど町

長も部長も言われてるように、やはりこれ

を中心に発信していこうというんであれば、

そこら辺の計画つくってその期待に応えら

れるぐらいのところを探すほうがいいんじ

ゃないかというような感じが非常にするん

ですけど、そこはいかがですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  議員のおっしゃるように、それは今後ど

うなっていくのかわからないというところ

がございまして、このままやると今までの

事業が継続されるだけで新たなことが起き

へんのちがうかというような懸念があると

いうこともわかります。ただ私たちもこれ

列福式に参加させていただいて初めて本当

に認識したといったらいいんですかね。福

者に認定されたということが私は仏教徒で

ございますのでそこまでよう理解してなか

ったというところがございます。あの場で

初めて私は感銘を受けました。こういうと

ころなんだなというのがわかりました。だ

からそこの今言われたような視点は一部ど

うかなるかな、もっとふえるかなぐらいの

ものであったというのは事実でございます。

今後、指定管理を東京ドームとしていって

いただく中でそのような大きく変動がある

というようなものにつきましてはリスク管

理の中で十分に書いていって対応できるよ

うな方策を考えていきたい、そのように思

っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ぜひとも今後５年てね、今までの５年と

違うんですよね。そこの部分をしっかり話

し合いの中で盛り込んで、ここは今までの

ような使い方じゃなくて、ここを豊能町の

起爆剤になるような形で盛り上げていくか

ら、こういったときはいろいろ協力してね
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とか、いろいろ柔軟な対応をとれるような

形で交渉なり今後詰めていっていただけた

らと思います。よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  お聞きいたします。福者に選ばれたとい

うことで本当に大変な行事だったと思うん

ですけれども、高山右近の生誕地として本

当に力を入れてまちづくりとして取り組む

ならば、やはり豊能町としても予算を入れ

て力を注がないといけないと思うんですけ

ども、先ほど国際化というふうな話も出ま

したけれども、やはりこれからは案内板な

ども国際的な今の生誕地の説明などを韓国

語とか英語とかそういうふうな方向でサー

ビスをしていくいうようなことにも力入れ

ないといけないんじゃないかなというふう

に思います。その辺の検討もされていくだ

ろうと思うんですけれども、そのことと地

元の絶大なる協力がないとそれもしていか

れないんじゃないかなと思うんですけど、

この点についてお伺いします。 

  それと５年間の長い契約ですので、契約

年度の中でやはり値上げしてほしいとかい

うようなことは一切ないというふうになる

のか、５年間はもうこの契約金額できっち

りいくということになっているのか、その

点とですね、それともう１点、東京ドーム

さんは利益追求で今安定的なシートスの経

営されていると思うんですけれども、利益

についてはどのように考えておられるのか、

マイナスになった場合は東京ドームさんの

負担ということになるのか、それと利益に

つながった場合は折半にするとか、また改

修費をプールとして置いて改修に使うとか、

そういうふうな方向があると思うんですけ

ど、その点はどのようにお考えなのかお聞

かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  まずサイン等の話でございますけれども、

先ほどから申し上げておりますように日本

語だけじゃなしに外国語のほうは併記させ

ていきたいというふうに考えております。 

  それから地元とは既に農林商工課のほう

では説明にも上がっておりますし、協力い

ただけるというようなこともお約束いただ

いておりますので、十分地元の方と協力し

て指定管理のほうもしていくというふうに

考えておるところでございます。 

  それから変動のことなんでございますけ

れども、運営費が上昇する場合、甲のほう

私どものほうの理由によって上がるとかい

うような場合には当然私どものほうがその

リスクを負うことになっておりますので、

先ほど来答えておりますように、この列福

によって新たな大きな変動があって町のほ

うが基本計画をつくった上であそこの施設

の利用を大きく変えるとか、そのようなこ

とがあって運営費が大きく変動するような

場合は当然町が出すべきものであるという

ふうに考えております。ただ需要変動につ

きましては業者のほうの負担ということに

なっております。利益が出た場合のことに

ついてでございますけれども、今現状、利

益が出た場合にどうするかということにつ

きましては募集の中では一切触れておりま

せん。もともとそれだけの利益が出るとい

うようなことを町としては想定しておりま

せんでしたので、もうけられてもいいのか

なぐらいのものだったんですけれども、シ

ートスのように利益が出たものの半分を返

してもらうとかそのようなことについては

今までの協定では結んでおりませんでした

ので、今後新たなきょう議決いただきまし
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たらこれから基本的な協定というのを結ん

でいくことになりますので、その基本協定

の中で業者のほうと協議していきたいとい

うふうに思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  新たな問題が出たときには協議するとい

うことですけど、予算的なことに関しては

やはりきっちりと詰めていっておかないと

途中でぐあい悪くなる場合が多いと思いま

す。この利益についてもシートスの場合は

折半するというふうな黒字が出た場合はそ

ういうふうになっておりますけれども、そ

の点についてもやはり持ち出しは豊能町が

しなければならないことがこのまちづくり

については多く出てくるんじゃないかと思

うんですけれども、その点についてもやは

り最終的には問題が起こらないような方向

をきちっととっておくいうことを詰めてい

ってもらいたいというふうに提案しておき

たいと思います。 

  それから、年度での値上げなんかについ

てもやはりそのときには計画書の中にでも

きちっと明記して改めて詰めていくことを

定めておかなければ問題が出てくると思い

ますので、この点十分に積み上げていって

いただきたいというふうに思います。その

点についてやはりもう一度問題が起こらな

いということを含めて御答弁いただきたい

と思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  今後、業者との基本協定の中でリスク的

なものにつきましては十分協議して、今、

議員から御指摘のあったような点も踏まえ

て協議していきたい。そして基本協定のほ

う結んでいきたいと思います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

  川上勲議員。 

○１３番（川上 勲君） 

  今回のこの件につきまして、おとつい家

の近くにおりますと生誕の地の石碑を見に

来られた人おられまして、どこから来られ

たんやと聞いたら茨城県とそれから埼玉県

と東京都と３人の人が２月７日の列福式に

参加して１泊して生誕の地の見に来たんや

と言っておられました。休憩をするために

右近の郷のコミュニティの幼稚園を以前コ

ーヒーの飲める場所をつくっておりました

けども、突然に町のほうから使ったらあか

んと言われましておとついはなかったんで

す。ただ見に来ただけで帰られた。 

  それからもう１点は、ちょうど３年前か

らあの場所で石像をつくろうやないかとい

うような機運が起こりまして、皆さん方に

御寄附をいただいて石像をつくったと。そ

のつくった地鎮祭には神式で地鎮祭を行い

ました。それから高山の場所でミサを行い

たいということがありましてその場所を探

しておられましてんけども、西方寺の住職

が快くその場所を引き受けていただいてお

寺の中でキリストのミサをされたと。この

２月６日にもその場所でミサをされました。

政教分離といいますけども、このようにこ

のカトリックの高山右近の関係で、地鎮祭

は神式で行い、ミサを挙げるのはお寺で挙

げると。大変これおかしいと思いますけれ

ども、もう政教分離じゃなしに宗教という

よりも高山右近に関しては郷土の英雄やと。

この前７日には世界的に豊能町発信された

ということがあるけれども、まだ豊能町の

旧村にはあの高山右近は高山の地区の人や

ないかいという認識が私は多分にあるんじ

ゃなかろうかというように今まで思ってお
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りましたけれども、この機会をこの２月７

日を一つの契機としてやっぱり豊能町の英

雄やという認識をしてもらうためには、や

はりこれは行政がその発信をしていってい

ただかなくてはならないと。先ほどからい

ろんな質問ありましたけれども、この高山

右近を利用していろんな形で発信していく

ためには相当な費用がかかると。その費用

がかかるだけで終わってしまえば何もなら

んと。せんほうがましやと。やはり発信す

るための受け皿、例えば世界の人が豊能町

に来られまして泊まるところもないやない

かと。ほんならお金落とすとこがあっての

市町村ですよね。豊能町の有名な物産もな

いと。やはり受け皿をつくるのもこれ豊能

町の役目やと思いますよ。高山右近を世界

中に発信するのにお金が要るけども、その

かわり豊能町に来ていただいて、豊能町で

お金を落としていただくと、それで豊能町

が活性化して若い人が住み着いていただく

と、豊能町の農業も発展していくと、そう

いう需要と供給の関係をバランスを保って

いかんことには発信するだけであっては何

もならんと思います。その辺の考え方も必

要やと思うし、今回のこのまさしくきょう

一つにした指定管理の変更ですわね、この

ときに東京ドームがこれを受けていただい

た、その東京ドームに対してこういうこと

を町のほうから言うて、５年間の収支を見

ると同じ金額やけども当然これ変わってく

るのが当たり前やと思いますので、その辺

の認識を東京ドームにしてもらわなあかん

と。東京ドームであれば日本だけじゃなし

に世界に名を知れた東京ドームですよね。

それ関連で読売新聞あるし、ジャイアンツ

もあるし、宣伝効果は十分にあると思いま

すねん。そのところをやはり町と東京ドー

ムとこれからのことに対してそういう認識

を東京ドームにしてもらってるかどうか、

その辺がやはり大事なことであるんで答弁

いただきたいし、町長にもこれからあそこ

を５年間東京ドームに指定管理してもうて

どのように発展していくか、そのことによ

ってそのほかの例えばほかの地域もそのあ

やかってお金を落としてもらうというよう

な方策を持っておられるのかどうか、その

辺もちょっとお聞きしたいんですけども、

よろしくお願いします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  今、述べられていただいたような意見で

すね、当然東京ドームのほうにもしっかり

と伝えて今後５年間の指定管理のほうをし

ていただくように努めてまいります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  池田町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  川上議員の質問にお答えさせていただき

たいと思います。 

  私、１０月１４日に就任させていただい

てから福者高山右近さんということで、高

山右近さんの施設につきましてもいろいろ

と検討してまいりました。しかしなかなか

うまくいかない。国の補助金あるいは等々

も踏まえまして先ほど部長が申し上げまし

たとおりに検討はしております。がしかし、

なかなかうまくいかないというのが現状で

ございます。皆さんから御指摘がございま

すけれども、今回私も列福式に参加させて

いただきまして自分も仏教ですから初めて

部長と同じように、ええ、すごい方になら

れたんだなというのが先ほど御挨拶にも申

し上げましたとおり私の本当の心でござい

まして、皆さんもそうではなかったかなと

いうふうに思います。 

  今後におきましては、高山で高山右近さ
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んの生誕の地を盛り上げていくということ

では私は無理だと思ってます。豊能町全体

住民の皆さんにやはりこれを理解していた

だいて、そしてその流れの中でこれから先

の豊能町づくりといいますか、高山右近さ

んの生誕の地づくりいうものをしていかな

くてはいけないいうふうに思っております。

議員の皆さんにおかれましてもその点につ

きましては質問にだけでなしに十分に理解

をしていただいて、やはりこういう方が立

派な私先ほど申しましたとおり歴史上の人

物であるということを認識していただいて、

皆さん豊能町民が今後これなりのものづく

りといいますか、そういうものをつくって

いっていただければ本当にありがたいとい

うように思っております。 

  川上議員おっしゃったようにお泊りして

いただくところも豊能町内にはございませ

ん。これにつきましても私は近々にやはり

今の学校の改築をし、できるような形をと

っていきたいというふうにも思っておりま

す。ただし単費では非常に厳しゅうござい

ますので、何とか補助金が出る事業に関連

して進めてまいりたいというふうに思って

おりますので、皆さんとともに私は頑張っ

てまいりたい、このように思っております。

以上でございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  川上勲議員。 

○１３番（川上 勲君） 

  指定管理のことから外れるかもわかりま

せんけれども、要するにこの高山のコミュ

ニティを指定管理にして活性化を図るとい

うことは、ひいてはやはりこの豊能町の活

性化、言葉は悪いですけども高山右近を利

用して豊能町の活性化を図る、これがやっ

ぱり大事なことであるんでその認識を役場

の職員はもちろんのこと、我々議員もそし

て豊能町の住民もそういう認識をしていた

だいて私は豊能町の活性化を図っていく、

将来的に人口をふやしていく、農業地域も

活性化を図る、このことが大事であると思

いますんで皆さん方どうぞよろしくお願い

したいと思います。今回のこの指定管理に

関係ありませんけども、この指定管理を契

機にしてやはり豊能町の名をもっと世界的

に広げていったらいいなというふうに思っ

ておりますんで、どうぞよろしくお願いい

たします。以上です。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  指定管理ということなんですけれども、

非常にちまちましたあれが出てきたなとい

う感じで、その２月７日の列福式ですかね、

それに感銘を受けてという行政の答弁もあ

りましたけども、何かあの指定管理以前に

やっぱり町の方向性をもう一回基本的に、

さっき基本計画なんかも出ましたけど、私

は最初この指定管理ね、単なる指定管理か

なと思って、あ、またかとこう思っとった

んですけども、根本が違いますね、今回の

場合は。だからもっといわゆる郷土愛とい

いますか、高山の話出ましたけども、川上

議員からも出ましたけども、高山だけじゃ

なくてやっぱり豊能町の中の高山、その高

山右近も高山の右近から豊能町の右近とい

う形にするべきやと思うんですね。そのた

めには指定管理、東京ドームでいいのか。

東京ドームがその読売新聞という話があり

ましたけども、そういうあれは今のところ

全くないんじゃないかなと。全体を動かす

ような形になるのか、それには豊能町の熱

い思いが東京ドームに伝わってるのか、そ

れを受けて東京ドームがやるのか、だから

その選定委員の話でもそうですよ。この中

に地元の人１人も入ってない。熱い思いは
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どこ入ってるんですか。その業者と知り合

いの職員がおるのかみたいな話が出るよう

なそんな状況でこの指定管理やってこれが

できるんかということを私は懸念します。

ですから世界の右近というようなことを言

ってるんだったら、そういう体制がまずで

きてないとだめやなと私は思うんですよ。

だからその位置づけをきちっとして、そし

て基本的な計画もきちっとつくって、そし

て町が主体的にこのまちをどうするのか、

そのためにはどういう指定管理者が必要な

のか、こういう論法やないと、これ逆です

ね。だから本末転倒にならずに基本はここ

にあってそのためにどうするのかという形

でないと私はだめやと思うんですけども。

だから指定管理についても、ただ単にバス

の有効利用があるから東京ドームへみたい

な話にちょっと聞こえたんですけど、その

業者というのはそれは業者で考えがあるで

しょう。でも、今回の指定管理は豊能町の

主体性、種々位置づけそれをきちっと東京

ドームに把握させた中で進めるのが本来の

形だと思うんですけど、どの程度それがで

きてるのか、まず答弁願います。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  今回のこの議案で提案させていただいて

おりますのは、高山コミュニティセンター

という公の施設の指定管理をお願いしてい

るところでございまして、その指定管理を

する背景といたしましては当然高山右近が

列福されますというようなことはお伝えを

して公募したところでございますし、第二

名神高速道路ができて便利になりますとい

うようなことも公募させていただいたこと

でございまして、それに基づいて今回応募

された業者の中から一番適当と思われる業

者を今回提案をさせていただいたところで

ございます。 

  また高山右近が列福しまして、町全体と

して豊能町出身の歴史的人物として発信し

ていくというのは、これは町が全体として

やっていくべきことでございまして、別に

高山コミュニティセンターの指定管理者が

全てを主体を持ってやるべきものでござい

ませんので、そこのところは一線を引いた

ほうがいいのかなと思っております。ただ

高山コミュニティセンターというのが右近

の生誕の地の中心にあるということは事実

でございますので、そこのところにつきま

しては先ほどから申し上げておりますよう

に今後基本協定を結ぶ中でのリスク管理の

中で大きく変わるようなことがあれば対応

できるようにしていきたいということでご

ざいます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  今そういう答弁ありましたけども、そう

いうことが東京ドームにどれだけ意志とし

て伝わってるかということですよ。業者が

受けたら自分のマイペースで行きますがな。

そらそうでしょう。行政は立っていかなあ

かんわけですよ。私も商売してますけど、

受けたときにはこういう思いで行ってるわ

けです。それでオーケー出たんだから自分

の方向で行きますよ。それじゃその後にこ

れはあかん、あれはあかん言うた分は全部

町が負担せなあかんわけです。そうすると

予算的なものが出てくる。それはそれもや

っていかなあかんと思いますよ。そういう

思いをちゃんと伝わった業者がやるのとや

らないのとでは全然内容が違うものができ

ると私は思うんです。住民の意志が伝わる

ような業者をやっぱり選定せなあかんのち

ゃうか。だから今さっき話した本末転倒じ
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ゃないか、順番が違うよと。だから今、部

長が答弁ありましたけども、それだけの意

志が業者に伝わってるのかと。いや、後か

ら言いますと。後から言います言われたっ

て業者としてはこれで受けてますがなとい

う話になりますねん。つまり業者に地域の

誇りなんかないんですよ。熱い思いもない。

自分の事業に対しては熱い思いありますよ。

だからそういう郷土愛もないんじゃないか

と。地元の人、我々住んでる者、それから

行政、それに比べれば業者それほどはない

と私は思いますよ。だから先にやっぱりそ

の町の位置づけをきちっと決めてから業者

に応募さすなり何なりするんやったらよろ

しいよ。今回それがなかったんです。その

辺をきちっとやらんと５年ですよ。解約で

きへんですよ、はっきり言うたら。そうで

しょ。できますか。できへんでしょ。その

辺をやっぱり慎重にやり、なおかつ世界の

豊能町と今言ったんでしょ。軽いんじゃな

いですか。だからその辺を踏まえてやっぱ

りどうするのか。じゃあその業者を指導す

る形としてどういうふうに思ってますか。

それを答えてください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  先ほど来御答弁させていただいておりま

すように、公募の中でも高山右近の件につ

いては十分周知したというようなこともご

ざいまして、東京ドームスポーツから出て

きております事業計画書の中にも基本理念

といたしまして高山右近の生誕地として有

名な豊能町高山は自然に恵まれた高山でと

いうような文言を入れてきて、地域資源を

生かした交流事業が盛んなところだという

ようなことも言っておりますし、高山右近

生誕の地のみならず志野のことに触れまし

てそのようなことも十分広報して利用促進

していくような、利用とかではなく活用か

なと思うんですけれどもしていくというよ

うなことを提案の中で事業計画の中できっ

ちりと書いてきておりますので、そこのと

ころにつきましては東京ドームスポーツの

ほうも十分認識をしておると考えてます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  最後ですので言うときますけど、それな

らばもう具体的に高山の事業こういうこと

やります、ああいうことやりますというの

は出てこなうそですやん。ここの年間同じ

経費で出してますやん。これがもう全くそ

の証拠ですわ。もしそれがあるんやったら、

この事業費なんかふえなうそでしょ。行政

がこの辺書いとったらよろしいいうたかど

うかは知りまへんで。そこを言うてる。そ

の辺はやっぱりきっちり踏まえて指導、そ

れから協議会でもつくって今まで指定管理

いったのに、ﾜﾀﾘさんほったらかしですわ。

やっぱり５年間のうちは１０回２０回報告

会して、それに新しい町の意志を伝えて変

えていっていいものをやっていかないかん

でしょ。ほったらかしの指定管理やったら

だめですよ。今回そんなことはできないけ

れども。そういうことを言ってるんですよ。

その辺を踏まえてきっちりやってほしいと、

これ要望しておきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 
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  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第１号議案は、原案のとおり可

決されました。 

  日程第４「第２号議案 平成２８年度豊

能町一般会計補正予算の件」を議題といた

します。 

  提案理由の説明を求めます。 

  乾副町長。 

○副町長（乾 晃夫君） 

  第２号議案、平成２８年度豊能町一般会

計補正予算の件について御説明申し上げま

す。 

  補正予算書の１ページをお願いいたしま

す。 

  一般会計補正予算（第７回）でございま

すが、第１条のとおり今回の補正は債務負

担行為の補正で、歳入歳出予算の総額に増

減はございません。 

  ２ページをお願いいたします。第１表、

債務負担行為補正追加でございますが、と

よの就農支援塾事業３１６万円について、

平成２９年度まで２カ年に渡る事業とする

ものでございます。この事業は平成２８年

度中に契約し着手する必要があるため、債

務負担行為をお願いするものでございます

が、予算の執行は平成２９年度であります

ので、事業は平成２９年度当初予算に計上

しております。 

  事業の内容でございますが、就農を目指

す人や農業経営の効率化を進めたい農家な

どを対象に人材育成のプログラムを組みま

して、作物栽培をするための農業技術の研

修とマーケティングや流通などの農業経営

に係る講習を行うものでございます。これ

によりまして志野の里への農産物の出荷を

したり、農×観光戦略の中心となって活躍

していただける人材を育成し、農業観光の

活性化を図るものでございます。 

  説明は以上でございます。御審議いただ

きまして、御決定を賜りますようよろしく

お願いいたします。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これより質疑を行います。 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 

  橋本です。今、とよの就農支援塾事業の

中で２８年度中に契約着手しなければなら

ないというような御説明が今ありましたけ

ども、これ後１カ月ちょっとしかないけど

もそこの契約先の選定とかそういうのにつ

いては間に合うということですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  なぜ今年度中に契約をしたいかというこ

とでございますけれども、農業でございま

すので、やはり春のものからやっていきた

いという考えがございますので、来年度当

初予算でお認めいただいてからやりますと

やはり一月程度契約にはかかりますので、

何ぼ早くても５月の中旬以降になってしま

うということで、時期を逸するということ

からきょうお認めいただきましたら早速契

約の手続に入りますと３月中旬ぐらいには

契約ができるかなと。そうなりますと３月

中からの事業の開始ができますので、４月

から春のものから就農の勉強ができるとい

うことでございますので、きょうお願いを

しているものでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  橋本謙司議員。 

○４番（橋本謙司君） 
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  私が聞きたいのはそういうことじゃなく

て、それは十分時期の話はわかってるけど

ね。今きょう出して１カ月で間に合うんで

すか。選定どういうあれをするか知らんけ

ども、契約行為をするに当たっていろんな

手続等々踏むのに行政が石橋をたたいて割

るのにそれ１カ月で間に合うのと。出来レ

ースなのかということを聞いてるんです。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  本日お認めいただきますと、今年度中の

契約が可能というようなことで時系列スケ

ジュールを組んでおります。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  就農支援の塾ということでなかなかいい

今求められているものだと思うんですけれ

ども、この塾の体制というのはどのように

なっているのかお聞かせください。塾とし

てどのように進めていかれるのか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  塾の内容でございますけれども、今考え

ておりますのは２つございます。１つは将

来的に農業を進めていっていただきたい方

に経営とは何か、どのようにして農業経営

をしていくのかというようなプログラムを

ひとつやりたいなというのと、もう１つは

実際に農産物をつくるということをしてい

ただくというようなこの２つのプログラム

を１年かけて一緒に進めていきたいという

ふうに考えています。 

○議長（福岡邦彬君） 

  高尾靖子議員。 

○１１番（高尾靖子君） 

  なかなかいいことなんですけども、主体

としてはどこが豊能町がそういうことを募

ってされるんだと思うんですけれども、こ

れを支援していく人材というのはどういう

方がされるんですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  農業経営につきましてはそういう経営関

係のことをよく御存じの方にこれから契約

をしていくわけでございますし、農業の実

際につきましては実務の農業をやっておら

れる方、それから町内でもしもそういうよ

うな方がおられましたらその方にお願いす

ることも可能だというふうに考えておりま

すので、そういう方を認めていただいた中

で契約行為をしていくということでござい

ます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  これ塾ということで授業みたいな形でや

るんやと思うんですけれども、今お話聞く

と経営面と実践面と２面やるということな

んですけども、今、志野の里との連携で要

するにそういうつくった物が志野の里で出

店するというような形ですけど、この志野

の里にしても何かそのちまちましたもので、

土曜日日曜日しかあいてないとか朝だけと

か何かようわかりませんねんけど、一般の

人からこれ民間がやってるのか行政がやっ

てるのかどっちですねんみたいな、そうい

う中途半端なことせんと今回の場合はとよ

の就農支援塾という形にしてますんで、そ

れはきちっとした形でしてほしいと思うん
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です。その中で商工会、特に農協この辺と

の連携はどうなってますか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  農協との関係でございますけれども、志

野の里をする場合もそうでございますし、

ほかに米のブランド化をしたいなというよ

うなときもやはり農協さんのほうとは協議

をさせていただいておるところではござい

ますが、いかんせん農協さんのほうはそこ

までの協力はできないというようなことが

ございましたので、町のほうで頑張ってや

っていこうということでしておるところで

ございます。この塾で生徒を募集しまして、

していただいた方には当然志野の里への出

荷ということをしていただくということが

一つの条件として生徒を募集したいと思っ

ておりまして、志野の里が農×観光戦略の

中では１点志野の里じゃなしに道の駅とい

うようなところまで考えたいなというよう

なこともございますので、今、議員がおっ

しゃいましたように土日しかあいていない

やないかとか、午前中で野菜がなくなって

るやないかというようなことを何とかなく

していきたいというような思いもございま

すので、まずつくる人をつくっていく、出

口はつくったのでつくる人をつくっていく

ということからこの塾を開設したいという

ことでございます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  その経営面ということもありましたので、

これ商工会との連携も必要やと思うんです。

やっぱり豊能町がまちをつくっていく中で

例えば農業経営、商工の運営、それにして

も商工会、農協この辺が同じ方向に向かっ

て走らなだめですよ。何のために補助金出

してるんですか。その辺の意識がなかった

らまちづくりなんてできませんわ。だから

例えば商工会の技術者もいるだろうし、農

協にもいるでしょう。そういう人を駆り立

ててやらないかんのですよ。これ関係ない

ですけど、私はあしたあさってと鉄筋の１

級の技能士の検定委員でいきます。これ国

家試験です。そういうのも駆り出されるわ

けです。そういうこと大いに利用して豊能

町高めなだめでしょう。補助金だけやって

ほったらかしで人件費だけ与えてどないす

るんですか。何で大いに一つになって同じ

方向走る努力をせえへんのですか。でしょ。

行政が何のために住民の血税使ってやって

るんですか。その辺を今後きちっとやって

いってほしいと思うんですが、その辺の連

携はどうですか。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  本日お示しをしておりますのは、農業を

主体とする塾の経営につきましてはその経

営というのは農業者個人の方が自分が農業

をやっていくのに成り立つ経営をするかど

うかということでございまして、商工会の

ほうにそれを委託するということが適切か

どうかというのが私すぐには判断ができま

せんけれども、私も農業のほう一部少しは

しておりますのでその経験から言いますと、

余り商工会関係の経理とかそういうもので

はなしに自分がつくった種をどう保存して

いってそれが成り立つのとか、今一体何が

売れるんやろうとか、どういう野菜をつく

るのがいいんやろうかとか、そちらの経営

のほうがなるかなというふうに考えており

ますので、今現在この事業に関しては商工

会との連携というのは考えていません。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  西岡義克議員。 

○１２番（西岡義克君） 

  今回の場合は内容はそういうことなんだ

と思いますけども、これまでの行政の対応

というか方向性というか、その辺がもう何

か短絡的で短期的で長期的な展望が全くな

いと。せっかくやるんだからそれを将来に

つなげるような形のものに持っていっても

らわなければせっかく皆さん苦しい思いで

出してる税金を有効に使ってほしい。それ

は一に職員さんの動きですわ。仕掛けです

よ。その辺をきちっとやってほしい。この

ように要望しておきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございますか。 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  まず支援塾ということですけども、どう

いった人を対象にして、どれくらいの参加

を見込んでて、どういったＰＲをかけて、

また塾ということですけどどういった人に

講師をお願いしていくのか、そういったと

ころをお聞かせください。 

○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  塾に入っていただく方のターゲットにし

ているところは、定年退職をされて今何も

してなくて農業をしたいと思っておられる

方、それから町外にお住まいの若者で農業

をしたいと思っておられる方、御婦人の方、

そのあたりのものをターゲットにしてはど

うかなというふうに今考えておるところで

ございまして。 

  経営等の講師をお願いするわけでござい

ますので、当然ある程度、例えば六次産業

化に対して明るい方でありますとか、それ

から弁護士の方とか、それから実際に農業

をやっておられたような方。弁護士といっ

ても農業を実際にやっておられるような方

でないとなかなかしんどいのでそういう経

験があるような方を探したいなというよう

なこともございますし、農業技術を持って

おられる大阪府のほうにも指導されるよう

な方もございますので、そのような方を選

ぶとか実際にどこかで実績のある方、その

ような方を今後探していきたいというふう

に思っておりまして、そのような方を活用

して今言ったような方をターゲットに、行

く行くは町外の方でございましたらこれを

機に町内で農地を借り上げていただいて町

のほうに来ていただくようなことも含めて

していきたいと思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  １点、ＰＲの方法だけ後でもう一回お願

いします。 

  それと今聞くといろんな人に来てもらい

たいというのはわかるんですけど、多分来

る人でニーズって大きく変わると思うんで

すよね。定年退職した方がされる農業と、

婦人の方がされる農業と、若い人がされる

農業で求めてるものって違うと思うんです

よ。そしたらその来た人に合った先生を呼

んでくるのか、そこら辺のところなんです

けど。今、大きく農業って変わってますよ

ね。農業で利益を出すような、起業して利

益を出すような若者もちらほらと出てきて

ますよね。そういった方に先生なってもら

うというところもそういうのを求めてる人

もいるだろうし、いや逆に定年で時間あい

た中で小ぢんまりとちょっと農業をしたい

んだという人も来られるだろうし、そこら

辺はどういうふうにすみ分けして整理して

いくおつもりですか。 
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○議長（福岡邦彬君） 

  答弁を求めます。 

  南建設環境部長。 

○建設環境部長（南 正好君） 

  対象となられる方が定年退職後の方であ

っても、若くて就農したいという方であり

ましても、目的として我々が考えておりま

すのは農業で黒字化をしていただきたいと。

農業で経営が成り立つようにしていただき

たいと。その規模につきましてはそのおの

おのの方で、例えば月一万円でもいいよと

いう方もおられますでしょうし、いやいや

これだけで生活できなあかんという方もお

られますでしょうけれども、内容といたし

ましてはそれはどちらにも対応できるよう

なものをやっていきたいなというふうに思

っております。 

  それから周知の方法ですけれども、農業

大学とかもございますのでそちらのほう、

ホームページとか広報とか当然ですけれど

も、農業大学のほうとかそちらのほうにも

お声がけをしたりとか、中間管理機構とい

うのがございまして、農地のほうの活用を

しておられますけれども、そちらのほうの

登録をされてる方もおられますので、その

方は当然営農をしたいというような思いを

持っておられますので、そのような方にも

お声がけをして参加をしていただきたいと

思っております。 

○議長（福岡邦彬君） 

  永並啓議員。 

○８番（永並 啓君） 

  ぜひとも僕個人としてはもっとピンポイ

ントでやはりニーズに合った先生にしてほ

しいんですよ。自分は月１万稼げりゃいい

というという人と、３０万ぐらい稼ぎたい

という人でやっぱり違うんですよね、全然。

それを教える人というのもやっぱり最近農

業でいろいろ有名になってる人もいますよ

ね。だからそういった方にも来ていただく

とか、僕そこの先生次第やと思ってるんで

すよ、今。何事も。農業に限らず。やっぱ

り人で生徒たちは集まってくる。こういう

人が来ると聞いてみたいなということで集

まってくるということもあるんで、先生の

人選については本当に慎重にニーズに合っ

たものになるようにしていただきたいとい

うふうにお願いしておきます。 

○議長（福岡邦彬君） 

  ほかにございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  質疑を終結いたします。 

  これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決を行います。 

  本件は、原案のとおり決することに賛成

の方は起立願います。 

（全員起立） 

○議長（福岡邦彬君） 

  起立全員であります。 

  よって、第２号議案は、原案のとおり可

決されました。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員会及び広報特別委員会より

閉会中の審査の申し出があります。 

  これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（福岡邦彬君） 

  異議なしと認めます。 

  よって、閉会中の審査を許可いたします。 

  以上で、本臨時会に付された案件は全て

終了いたしました。 

  よって、会議を閉じます。 

  本臨時会閉会に当たり、町長より挨拶が

ございます。 
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  池田勇夫町長。 

○町長（池田勇夫君） 

  第１回臨時会閉会に当たりまして、一言

お礼を申し上げます。 

  ２議案、いろいろと議論をいただき、御

決定をいただきましたことに対しまして、

心から厚くお礼を申し上げます。本当にあ

りがとうございました。 

  先ほどから皆さんそれぞれの御意見を頂

戴して、この議案につきましては私、非常

に厳しいものがあるなというふうに思って

おります。今後におきまして精いっぱい努

力を重ね、そして豊能町の発展のために努

力のできる議案であるというふうに自負し

ておりますので、どうかひとつ皆さん方に

おかれましても今後十分注意をしていただ

きまして、ご質問をいただきますようによ

ろしくお願い申し上げたいとこのように思

います。 

  非常に寒うございます。３月定例会もも

う間近に迫っております。お体に十分御注

意をいただきまして、３月定例会よろしく

お願いを申し上げまして、簡単でございま

すけれども閉会に当たりましての御挨拶と

いたします。 

  どうも本日はありがとうございました。 

○議長（福岡邦彬君） 

  これをもって、平成２９年第１回豊能町

議会臨時会を閉会いたします。 

  どうも御苦労さまでした。 

 

閉会 午後０時２４分 
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本日の会議に付された事件は次のとおりである。 

会議録署名議員の指名 

会期の決定について 

第１号議案 指定管理者の指定について 

第２号議案 平成２８年度豊能町一般会計補正予算の件 
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    以上、会議の次第を記し、これを証するためここに署名する。 

 

 

 

    平成  年  月  日署名 

 

 

 

      豊能町議会 議 長 

 

       署 名 議 員 ４番 
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